
頑
固
者
は
、
そ
の
頑
固
さ
の
た
め
に
ひ
ど
い

目
に
あ
う
と
い
う
例
え
話
。

先
行
き
不
透
明
な
年
金
制
度
、
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
少
子
化
、
芳
し
く
な
い
景
況

な
ど
、
旧
来
の
や
り
方
で
は
も
は
や
通
用
せ

ず
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
知
恵
と
行

動
力
を
備
え
な
け
れ
ば
、
今
後
生
き
延
び
て

い
け
な
い
、
自
分
の
望
む
生
き
方
は
で
き
な
い

世
の
中
と
言
え
ま
す
。

http://touwakai.jp/

優益のチカラを食卓へ

通常購入　14,800円(税込)
定期購入　11,800円(税込)

内容量：720ml
賞味期限：製造日より半年
保存方法：要冷蔵10℃以下 全国の普及活動所より

お求め頂けます

燈輝新聞第６号 ２０１８年（平成３０年）１２月 １

燈和プロジェクト

少
子
高
齢
化
が
齎
す
危
機

今
、
私
達
に
出
来
る
こ
と

今
、
私
達
に
出
来
る
こ
と

日
本
の
人
口
の
推
移

少
子
高
齢
化
の
進
行
に

よ
り
、
日
本
の
生
産
年
齢

人
口
は
１
９
９
５
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

お
り
、
総
人
口
も
す
で
に

減
少
を
は
じ
め
て
い
る
。
総

務
省
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
１
５
年
の
人
口
は

１
億
２
，
５
２
０
万
人
、
生

産
年
齢
人
口
は
７
，
５
９

２
万
人
で
あ
る
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
将
来
推
計
人
口

（出

生
中
位
・死
亡
中
位
推
計
）

に
よ
る
と
、
総
人
口
は
２
０

４
８
年
に
１
億
人
を
割

り
、
２
０
６
０
年
に
は
８
，

６
７
４
万
人
に
ま
で
減
少

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

社
会
保
障
料
を
払
う

側
に
い
た
団
塊
の
世
代

が
、
給
付
を
受
け
る
側
に

ま
わ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
社
会
保
障
財
政
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
事
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
医
療
に
よ
り
十
分

な
医
療
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
、
介
護
の
た
め
仕

事
を
辞
め
な
く
て
は
い
け

な
い
状
況
に
な
り
、
貧
困

化
の
急
加
速
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

介
護
離
職…

医
療
、

介
護
で
は
人
手
不
足
に
よ

り
、
高
齢
者
を
支
え
て
い

く
子
や
孫
の
世
代
の
人

は
、
介
護
の
為
に
、
働
き
た

く
て
も
働
け
ず
仕
事
を

や
め
、
介
護
に
専
念
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

な
り
、
介
護
費
や
医
療
費

を
負
担
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

在
宅
医
療…
医
療
、

介
護
の
施
設
不
足
や
、

医
療
費
が
高
騰
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

対
処
法
に
依
存
し
て
き

た
日
本
の
財
政
は
さ
ら
に

悪
化
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
崩
壊
が
進
む
の
で
す
。

※

出
典
総
務
省
「
国
勢
調
査
」
、
国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

日本における外国人労働者は、急速に増加し、昨年には、128 万人 (対前
年比 18％増 )※出典　厚生労働省「【外国人雇用状況】の届け出状況まとめ」に基づく集計

(人)

平成 14 年度から平成 27 年度に発生した廃校の数　6,811 校
※出典　文部科学省「廃校施設活用状況実態調査の結果について」

日
本
の
年
平
均
気
温
の
偏
差
の
経
年
変
化

平
成
30
年
（２
０
１
８
年
）

６
月
28
日
～
７
月
８
日　

※

平
成
30
年
７

月
豪
雨

西
日
本
を
中
心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で

記
録
的
な
大
雨
。

１
月
22
日
～
１
月
27
日　

南
岸
低
気
圧
及

び
強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
に
よ
る
大
雪
・

暴
風
雪
等
（速
報
）

関
東
甲
信
地
方
や
東
北
太
平
洋
側
の
平
野

部
で
大
雪
。
日
本
海
側
を
中
心
に
暴
風

雪
。

２
月
３
日
～
２
月
８
日　

強
い
冬
型
の
気
圧

配
置
に
よ
る
大
雪
（速
報
）

北
陸
地
方
の
平
野
部
を
中
心
に
日
本
海
側

で
大
雪
。

平
成
29
年
（２
０
１
７
年
）

※

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨

（６
月

30
日
～
７
月
10
日
）

梅
雨
前
線
及
び
台
風
第
３
号
に
よ
る
大
雨

と
暴
風
（速
報
）

西
日
本
か
ら
東
日
本
を
中
心
に
大
雨
。
５

日
か
ら
６
日
に
か
け
て
西
日
本
で
記
録
的

な
大
雨
。

９
月
13
日
～
９
月
18
日　

台
風
第
18
号
及

び
前
線
に
よ
る
大
雨
・
暴
風
等
（速
報
）

南
西
諸
島
や
西
日
本
、
北
海
道
を
中
心
に

大
雨
や
暴
風
と
な
った
。

10
月
21
日
～
10
月
23
日　

台
風
第
21
号
及

び
前
線
に
よ
る
大
雨
・
暴
風
等
（速
報
）

西
日
本
か
ら
東
日
本
、
東
北
地
方
の
広
い

範
囲
で
大
雨
。
全
国
的
に
暴
風
。

平
成
28
年
（２
０
１
６
年
）

６
月
19
日
～
６
月
30
日

梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
（速
報
）

西
日
本
を
中
心
に
大
雨
。

８
月
16
日
～
８
月
31
日

台
風
第
７
号
、
第
11
号
、
第
９
号
、
第
10
号

及
び
前
線
に
よ
る
大
雨
・
暴
風
（速
報
）

東
日
本
か
ら
北
日
本
を
中
心
に
大
雨
・
暴

風
。
北
海
道
と
岩
手
県
で
記
録
的
な
大
雨
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
し
か

道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

カリフォルニア州の干ばつ イスラエル 60 年ぶりの大雪

大型台風 カリフォルニア州 自然火災

ノアの大洪水

アリゾナ州砂嵐

※出典　カラパイア「異常気象を象徴する衝撃的な写真」

２０１８年 (平成３０年 )創刊

一般財団法人 燈和会
〒８４９-０９０４ 佐賀県佐賀市金立町薬師丸９９７番地１
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FAX

公
立
学
校
の
年
度
別
廃
校
発
生
数

(

平
成
14
年
度
～
平
成
27
年
度)

日
本
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
推
移

医
療
の
先
行
き

【
日
本
と
世
界
の
気
候
変
化
】

【
少
子
高
齢
化
が
齎
す
日
本
の
現
況
】

地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
は
、
気
象
や
自
然

環
境
へ
の
影
響
と
、
社
会
や
経
済
へ
の
影
響
と
に

大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

気
象
や
自
然
環
境
へ
の
影
響
で
は
、
気
温
や

海
水
温
の
上
昇
、
海
水
面
の
変
動
（上
昇
）
、
異

常
気
象
や
激
し
い
気
象
の
増
加
、
気
候
の
変
化
、

生
態
系
の
変
化
、
植
生
や
地
形
の
変
化
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

社
会
や
経
済
へ
の
影
響
で
は
、
食
糧
生
産
や
飲

料
水
へ
の
影
響
、
激
し
い
気
象
や
気
候
変
化
に
よ

る
物
理
的
な
被
被
害
や
人
的
な
被
害
、
生
活
環

境
の
変
化
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
、
社
会
制
度

の
変
化
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
日
本
に
お
い

て
も
、
年
ご
と
の
降

水
量
の
変
動
幅
の
拡

大
や
、
米
の
品
質
の

低
下
な
ど
の
影
響
が

観
測
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
の
日
本
の
年
平
均
気
温
の
１
９
８

１
～
２
０
１
０
年
平
均
基
準
に
お
け
る
偏
差
は+

０
．
26
℃
（
20
世
紀
平
均
基
準
に
お
け
る
偏
差
は

+

０
．
86
℃
）
で
し
た
。
日
本
の
年
平
均
気
温
は
、

長
期
的
に
は
１
０
０
年
あ
た
り
約
１
．
19
℃
の
割

合
で
上
昇
し
て
お
り
、
特
に
１
９
９
０
年
代
以

降
、
高
温
と
な
る
年
が
頻
出
し
て
い
ま
す
。

※

気
象
庁
日
本
の
年
平
均
気
温
よ
り
引
用

地
球
温
暖
化
に
よ
る
現
象

災
害
を
も
た
ら
し
た
気
象
事
例

世
界
の
異
常
気
象

出
典 

福
娘
童
話
集
よ
り

イ
ソ
ッ
プ
童
話
「
近
所
に
住
む
二
匹
の
カ
エ

ル
」
と
い
う
話
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
次
の

よ
う
な
お
話
で
す
。

小
さ
な
水
た
ま
り
に
二
匹
の
カ
エ
ル
が
住

ん
で
い
た
。
一
匹
は
、
広
く
世
間
を
知
っ
て
い

た
の
で
、
遠
く
に
あ
る
、
深
い
池
に
引
っ
越
し

て
い
っ
た
。
も
う
一
匹
は
、
溝
に
か
ろ
う
じ
て

残
っ
た
水
た
ま
り
か
ら
離
れ
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
馬
車
の
行
き
交

う
太
い
路
が
横
切
って
い
た
。

池
の
カ
エ
ル
は
、
友
達
の
身
を
案
じ
て
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
所
は
、
こ
ん
な
水
た
ま
り

よ
り
も
、
ず
う
っ
と
安
全
で
、
し
か
も
餌
も

豊
富
だ
か
ら
、
一
緒
に
来
て
住
む
よ
う
に

と
、
熱
心
に
誘
った
。

し
か
し
、
水
た
ま
り
の
カ
エ
ル
は
、
住
み
慣

れ
た
こ
の
場
所
を
引
き
払
う
の
は
忍
び
な
い

と
言
い
張
っ
て
、
首
を
縦

に
は
振
ら
な
か
った
。

数
日
後
、
大
き
な
馬

車
が
水
た
ま
り
を
通
り

抜
け
、
カ
エ
ル
は
、
車
輪

で
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
さ
れ
て

し
ま
った
。

危
機
へ
の
備
え

今
、
起
き
て
い
る
様
々
な
危
機

に
対
し
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
備
え

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
自
然

現
象
を
例
に
と
っ
て
も
、
一
夜
に

し
て
住
む
場
所
が
な
く
な
っ
た
り

と
、
私
達
の
想
像
以
上
に
、
危
機

は
即
座
に
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

燈
和
会
で
は
、
毎
日
の
普
及
活

動
を
通
し
て
、
地
域
の
方
々
と
密

接
な
関
係
と
理
解
を
深
め
合
い
、

共
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
信

頼
へ
と
繋
が
って
い
ま
す
。

日
本
人
が
持
つ
和
の
チ
カ
ラ
に

よ
って
、
助
け
合
い
、
仲
間
を
つ
な

ぐ

「Ｈ
Ｓ
Ｃ
Ａ(

人
の
和
に
お
け
る

社
会
貢
献
活
動
）
」
を
構
築
し
、

危
機
に
備
え
て
い
き
ま
す
。



２

燈
和
ニ
ュ
ー
ス

燈輝新聞

燈
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

井
上
氏
と
の
協
力
協
定
式

燈
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

井
上
氏
と
の
協
力
協
定
式

今
後
は
、
土
地
の
活
用

と
し
て
、
生
益
栽
培
や
生

益
生
産
の
技
術
提
供
や

製
品
の
共
同
開
発
、
観
光

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
を
進

め
て
い
く
。

２
０
１
８
年
11
月
４

日
、
燈
和
会
の
佐
賀
の
事

務
所
に
て
、
井
上
卓
哉
さ

ん
と
の
協
力
協
定
式
が
執

り
行
わ
れ
た
。

井
上
さ
ん
と
の
出
会
い

は
、
燈
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

員
か
ら
の
ご
紹
介
で
し

た
。
井
上
さ
ん
か
ら
、
「個

人
で
所
有
し
て
い
る
土
地

が
、
燈
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

何
か
お
役
立
ち
で
き
な
い

か
？
」
と
の
お
声
が
け
を
い

た
だ
き
、
打
ち
合
わ
せ
の

末
、
こ
の
度
、
京
都
府
童

仙
房
に
於
け
る
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
「協
力
協

定
」を
結
ん
だ
。

協
力
協
定
書
を
取
り
交
わ
す
様
子（
右
：
理
事
長
、左
：
井
上
さ
ん
）

第６号 ２０１８年（平成３０年）１２月

協
力
協
定
式
の
様
子

廃
校
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
益
蓬
蒸 

部
屋
】

【
と
う
わ
食
堂
】

「
す
べ
て
が
手
作
り
」

「
す
べ
て
が
手
作
り
」

当
初

京
都
府
童
仙
房
一
部
写
真

片
付
け
後

施
工
中

当
初

施
工
中

第
38
回 

中
津
江
村

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

第
38
回 

中
津
江
村

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

第
14
回

「
上
津
江
産
業
文
化
祭
」

第
14
回

「
上
津
江
産
業
文
化
祭
」

健
康
寿
命
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
祭
り
に
て
益
膳
食
を
提
供

お
祭
り
に
て
益
膳
食
を
提
供

や 

く

や 

く

ぜ 

ん

進
捗
状
況

進
捗
状
況

２
０
１
８
年
11
月

18
日
、
第
38
回
中
津

江
村
ふ
る
さ
と
祭
り
、

23
日
に
、
第
14
回
上

津
江
産
業
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
た
。
中
津

江
で
は
、
「益
膳
カ

レ
ー
」、
上
津
江
で

は
、
「益
膳
ス
ー
プ
と
い

な
り
」を
出
店
し
た
。

中
津
江
は
、
隣
町

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

出

店

の
要

請

が
あ

り
、
益
膳
食
を
提
供

　

す
る
運
び
と
な
っ
た
。

食
べ
た
方
か
ら
は
、
好

評
価
を
も
ら
った
。

上
津
江
で
は
、
益

膳
ス
ー
プ
と
い
な
り

は
、
完
売
し
た
。

今
回
出
店
を
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
方
々

に
食
を
通
じ
て
、
私

達
の
活
動
を
伝
え
る

こ
と
と
な
った
。

と
う
わ
食
堂
と
し

て
、
活
動
を
始
め
て
、

約
３
か
月
。
日
替
わ　

　

り
弁
当
の
宅
配
始

め
、
地
域
の
行
事
で
の

出
店
や
イ
ベ
ン
ト
弁

当
、
こ
れ
ら
の
食
を
通

じ
て
、
更
に
多
く
の

方
々
に
普
及
し
て
い

き
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
の
食

文
化
を
築
い
て
き
た

先
人
の
想
い
を
受
け

継
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
に
し
て
、
後
世
に

残
し
て
い
き
ま
す
。　

ココ !ココ !



第
六
話　

「風
邪

（ふ
う
じ
ゃ
）」

漢方相談 あうん堂薬局
漢方薬剤師 梅田 秀男さん

漢
方
薬
剤
師
一
寸
話

３燈輝新聞

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
毎

日
忙
し
く
日
常
業
務
を

消
化
し
て
い
く
内
に
気
づ

け
ば
も
う
11
月
に
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、

決
ま
った
よ
う
に
、
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
こ
と

が
話
題
に
上
り
ま
す
。
今

号
で
は
、
食
よ
り
も
風
邪

や
イ
ン
フ
ル
に
罹
ら
な
い

よ
う
に
、
そ
れ
で
も
罹
っ

た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の

か
、
私
の
体
験
な
ど
を
踏

ま
え
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
漢
方
の
中
で
風

邪
と
は
、
ど
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
る
か
、
一
度

漢
方
辞
典
を
開
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

風
邪
こ
れ
を

「ふ
う

じ
ゃ
」
と
言
い
ま
す
。
六
淫

の
邪
の
一
つ
で
、
風
は
陽

邪
で
軽
揚
の
性
質
を
持

ち
、
人
体
の
上
部
や
体
表

部
を
お
か
し
、
突
然
に
発

症
さ
せ
、
遊
走
性
で
変
化

が
多
く
、
自
然
界
の
風
と

特
徴
が
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
こ
の
名
が
あ
る
。

「風
は
よ
く
行
り
て
数

変
ず
」
と
言
わ
れ
る
。
風

邪
は
軽
揚
で
あ
る
か
ら

体
表
を
お
か
す
に
と
ど
ま

り
、
単
独
で
は
体
内
に
侵

入
し
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の

　

場
合
、
他
の
病
邪
と
結
合

し
て
、
風
寒

・
風
湿

・

風
熱

・
風
燥
・
風
温
な

ど
を
形
成
し
、
体
内
に
深

く
入
り
、
多
種
多
様
の
病

変
の
病
因
と
な
る
の
で

「風
は
百
病
の
長
た
り
」

と
称
さ
れ
る
。
要
す
る
に

「風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
六

淫
と
は
風
・
寒
・
暑
・
湿
・

燥
・
火
の
６
種
の
病
邪
の

総
称
で
あ
る
。

さ
て
、
ひ
と
口
に
風
邪

と
言
っ
て
も
、
夏
の
風
邪

と
冬
の
風
邪
と
は
、
お
お

い
に
異
な
り
ま
す
。
夏
の

風
邪
は
、
胃
腸
障
害
を

伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
今
回
取
り
上
げ
る
の

は
、
冬
の
風
邪
で
す
。

風
邪
は
、
最
初
の
30
分

が
勝
負
と
言
わ
れ
ま
す
。

項
や
背
中
が
ゾ
ク
ッ
と
来

た
時

（悪
風
）
に
素
早
く

体
を
温
め
る
も
の
を
飲

む
、
漢
方
薬
な
ら
桂
枝

湯
な
ど
を
熱
い
湯
に
溶
か

し
て
フ
ー
フ
ー
し
な
が
ら

飲
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、

暖
か
く
し
て
体
温
を
保
つ

よ
う
に
す
る
と
早
く
良

く
な
る
。
し
か
し
、
悪
風

を
過
ぎ
て
悪
寒
の
状
態
に

な
っ
た
時
に
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。

こ
こ
で
風
邪
の
一
発
療

法
と
い
う
の
を
紹
介
し
ま

す
。
漢
方
の
世
界
で
は
、

普
通
の
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
み
な
ら
ず
感
染
症

の
初
発
に
行
う
い
わ
ゆ
る

発
汗
療
法
の
こ
と
で
す
。

風
邪
の
引
き
初
め
に
よ
く

参
蘇
飲
や
葛
根
湯
な
ど

を
飲
み
ま
す
が
、
薬
で
治

そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く

　

発
汗
さ
せ
る
た
め
に
飲
む

の
で
あ
る
。
薬
を
飲
ん
で

も
発
汗
し
な
け
れ
ば
治

療
に
は
な
ら
な
い
。
葛
根

湯
と
は
、
く
ず
湯
の
こ
と

で
、
く
ず
湯
を
飲
む
と
体

が
ぽ
か
ぽ
か
と
温
ま
っ
て

き
ま
す
。
そ
れ
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
汗
を
出
さ
せ

る
物
な
ら
ば
、
お
粥
で
も

ラ
ー
メ
ン
で
も
よ
い
の
で

す
。
か
っ
と
汗
を
出
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
８
割
方

治
った
も
の
と
思
って
も
良

い
ほ
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
参

蘇
飲
や
葛
根
湯
を
「１
日

３
回
毎
食
後
水
で
飲
む
」

な
ん
て
こ
と
を
し
て
も
全

く
意
味
を
な
さ
な
い
。

で
は
ど
の
よ
う
に
飲
む

の
か
？

・
熱
い
葛
根
湯
を
フ
ー

フ
ー
し
な
が
ら
飲
む
。
そ

の
後
は
温
か
い
お
粥
か
、

う
ど
ん
な
ど
を
食
べ
て
体

を
温
め
る
。
約
二
時
間
経

て
ば
ま
た
熱
い
葛
根
湯
を

飲
む
。
そ
の
よ
う
に
し
て

３
回
く
ら
い
飲
ん
だ
こ
ろ

に
は
、
じ
わ
っと
汗
ば
ん
で

き
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は

下
着
が
び
し
ゃ
び
し
ゃ
に

な
る
く
ら
い
に
出
て
き
ま

す
。
そ
の
時
点
で
葛
根
湯

は
終
了
。
服
を
着
替
え
て

暖
か
く
し
て
い
れ
ば
、
８

割
位
風
邪
は
飛
ん
で
い
き

ま
す
。

・
体
を
汗
を
か
く
く

ら
い
に
温
め
る
と
い
う
こ

と
が
い
か
に
抵
抗
力
を
つ

け
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

＊
普
段
か
ら
体
を
温

め
る
習
慣
を
つ
け
て
お
れ

ば
い
ざ
と
い
う
時
に
か
な

り
の
抵
抗
力
を
発
揮
し

て
く
れ
ま
す
。

私
は
、
普
段
か
ら
生
姜

の
飲
用
を
お
薦
め
し
て
い

ま
す
。
赤
乾
姜
の
エ
キ
ス

細
粒
で
す
。
土
シ
ョ
ウ
ガ

で
は
水
分
が
多
く
、
ま

た
、
市
販
の
シ
ョ
ウ
ガ
湯

で
は
、
砂
糖
が
多
く
甘
す

ぎ
る
の
で
す
が
、
赤
乾
姜

エ
キ
ス
は
、
砂
糖
は
入
って

な
く
て
、
か
な
り
濃
い
細

粒
で
す
の
で
、
大
豆
位
の

量
を
そ
の
ま
ま
紅
茶
に
入

れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。
体

が
ぽ
か
ぽ
か
し
て
風
邪
を

引
き
に
く
い
。
ま
た
、
こ
ん

な
例
も
あ
り
ま
し
た
。
糖

尿
病
の
人
で
、
冬
に
な
る

と
、
ひ
ど
い
し
も
や
け
に

な
って
、
血
豆
が
で
き
て
、

そ
れ
を
取
る
の
に
苦
労
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
赤

乾
姜
エ
キ
ス
を
飲
み
だ
し

て
か
ら
は
、
そ
ん
な
こ
と

も
な
く
快
適
な
冬
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
か

が
シ
ョ
ウ
ガ
エ
キ
ス
と
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
が
、
体
が

温
も
れ
ば
、
こ
ん
な
に
も

効
用
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

悪
風
と
は
、
ゾ
ク
ッ
と

す
る
が
服
を
着
た
り
す

れ
ば
よ
い
。
悪
寒
と
は
、

発
熱
し
て
い
る
の
で
、
布

団
に
入
っ
て
も
寒
気
は
止

ま
ら
な
い
状
態
。

赤
乾
姜
エ
キ
ス
の
サ
ン

プ
ル
を
少
し
ば
か
り
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

締め切り間近 12 月 25 日まで !!

第６号 ２０１８年（平成３０年）１２月

期間期間期間期間期間期間期間
限定限定限定限定限定限定
期間
限定

【発売記念 期間限定モニター募集中】
新製品“蒸蒸健美オリジナルセット”
体質改善用厳選益草付き（１０回分）

優美サルーンとうわでは、 期間限定で、 益蓬蒸のモニ
ターを募集しています。薬剤師監修のもと現代人の体質に
合わせ配合した益草の成分が、 全身で一番吸収率の高い
性器や肛門の粘膜を直接蒸気で温めることにより、 多くの効
果が期待できます。

通常価格￥46,600（税別、送料別）を

 ￥37,280（税別、送料別）にてご提供！！
この機会にぜひお試しください。

※モニターの要件（以下の３点を満たしている方）

●燈和プロジェクト会員
※登録されてない方はこちらへ ➡ http://touwakai.jp/promote/

●体質改善用厳選益草（１０回分）約１ヶ月体験して頂き、アンケートに
ご協力頂ける方

●体験前後や途中経過の体験談、または写真や動画をＳＮＳやＨＰに掲
載可能な方（顔出しは応相談）

①オリジナル普及型椅子　（日本製）
②椅子クッション(クッションシート10枚入り）
③電気なべ
④マント（フード付、長袖）
⑤体質改善用厳選益草(漢方薬剤師監修)

蒸蒸健美オリジナルセット内容



（4～5人前）

￥3,800(税抜)

ご
予
約
の
締
め
切
り
は
、

12
月
20
日(

木)

ま
で
で
す
。

ご
予
約
の
締
め
切
り
は
、

12
月
20
日(

木)

ま
で
で
す
。

益
草
10
種

益
草
エ
キ
ス

だ
し
パ
ッ
ク

特
選
干
し
あ
ご

自
家
製
鶏
団
子

セ
ッ
ト
内
容

益
膳
鍋

写真はイメージです。

と
う
わ
の

　

お
も
て
な
し

一
日
一
善
一
益
膳

12月25日～29日、31日にお届け

４燈輝新聞第６号 ２０１８年（平成３０年）１２月

燈和会へ踊りを披露してくださいました!!
上野田子供会のみなさんありがとうございます♪

と
う
わ
食
堂
だ
よ
り

一
日
一
善 

一
益
膳

益

薬 役膳

当日の午前９ ： ００までに
電話 ・ メール ・ＬＩＮＥにて予約注文下さい。

前日の午後 6:00 までのご予約で、 ライス大
盛りをご希望の方は、サービス致します(^O^)！

特典①

特典② 週 （月～金） のうち、4 日予約・購入されると、
金曜日に、 益膳焼きをプレゼント !! おやつや
おつまみの一品♪

※配達範囲は、 上津江近辺となります。

ご注文はお電話または、 メールで簡単！

1
まず、お名前・ご住所・お電

話番号をお伝えください。

ＴＥＬ：090-8403-7419

2

3

4

5

電話の場合

注文する弁当名、数量を

お伝えください。

お届け先住所をお伝えく

ださい。

お届け日・時間をお伝え

ください。

お支払方法は、お弁当を

お届けした際に、現金で

お願いいたします。

メールの場合 LINE の場合
ＱＲコードを携帯

で読み込んでくだ

さい。

メールの送信画面が開いた

ら、項目を入力してください。

1

2

3

4

5

入力が終わりましたら送信

してください。

メール作成というボタンをク

リックしてください。

お支払方法は、お弁当をお

届けした際に、現金でお願

いいたします。

ＱＲコードを携帯
で読み込み友だち
を追加してくださ
い。

「とうわ食堂」のトークルー

ムを開いてください。

1

2

3

4

メッセージにお名前・ご住

所・お電話番号・注文する

弁当名・数量・お届け先住

所・お届け日・時間を入力

し、送信してください。

お支払方法は、お弁当をお

届けした際に、現金でお願

いいたします。

とうわ食堂

〒877-0311　大分県日田市上津江町川原 2458 番地 3

☎ 090-8403-7419   tsue.syokudou@touwakai.jp

とんかつ弁当

焼き魚弁当

月
Monday

火
Tuesday

水
Wednesday

金
Friday

土
Saturday

唐揚げコロッケ弁当

日
替
わ
り
弁
当

カレーライス

木
Thursday

お任せ幕の内弁当

麻婆豆腐弁当

￥500均
一

メニュー表１２月版
イベント弁当承ります!!　

手作り弁当お届けします!!手作り弁当お届けします!!

大分県日田市上野田子供会のみなさん大分県日田市上野田子供会のみなさん

ご注文の手順
①事前に、電話でご予約下さい。
担当より予約番号を聞いて注文用紙

の予約番号に記入して下さい。

③商品製造、出荷作業

TEL:090-8403-7419 担当 : 池邉

・銀行振込の場合

ご利用明細書を貼付し

てFAX下さい。

・現金の場合

注文用紙を記入し、FAX

して下さい。　

②注文用紙の記入後、FAX ④商品お届け、来店（お支払）

期
間
限
定 

55
セ
ッ
ト

期
間
限
定 

55
セ
ッ
ト

予約受付中

LINEはじめました！

福の神♪日本全国福の神♪




